
               新型コロナウイルス感染症に関するイベント実施の判断基準等について          令和 2年 2月 26 日 

  レベル１（県内未発生期）→（近隣県発生） レベル２（県内発生期） レベル３（市内感染期） 

 体制 庁内情報連絡会議→警戒本部（近隣県発生） 警戒本部（県内発生期） 対策本部（市内感染期） 

市
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す
る
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ン
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延期又は中止

するイベント

等 

○市主催（共催含む）イベント等における感染拡大のリスクを考慮し、当該イベント等が以下のす

べてに該当する場合、安全が確保できる時期に改めて実施するなど、代替案を講じた上で延期の措

置をとることを原則とする。やむを得ない場合は中止を検討する。 

・参加者…不特定多数の人、特に高齢者が参加するイベント等 

・開催場所…屋内で開催されるイベント 

・参加人数…概ね 200人以上 

○屋内や屋外を問わず、グルメイベント、交流会などの食事を提供する市主催のイベントは、原則

として延期、または中止とする。 

○大規模イベントについては、個別に判断する。 

○市主催（共催含む）イベント等の

中止・延期 

○同左 

実施するイベ

ント等 

○学校の卒業式、乳幼児健診等、延期又は中止が困難なイベント等は、次の判断基準を参考に、総

合的に判断すること。 

<判断基準> 

・場所（空間）：屋外/屋内 ・参加者：不特定/特定 ・密集度 ・規模 等 

○予定どおり実施する場合にあっても、次の感染防止対策を徹底する。 

<実施に当たっての留意事項> 

・感染予防に関する事前告知や、当日会場にも張り紙をし、開始前にも参加者に周知する。 

・参加者に咳エチケット、頻繁な手洗いなどの実施を要請。 

・会場入り口にアルコール消毒液を設置。入室前に手指の消毒を要請。 

・ドアノブなどに触れないよう工夫する（支障のない範囲で開放）。 

・机など参加者が触れるものはできるだけ排除する。 

・可能な限り参加者が密着しないよう席の配置を行う。 

・握手や対面等でのグループワーク、歌唱などのプログラムは避ける。 

・休憩時間に窓を開けて換気をする。 

・終了後は、参加者が触れたものはアルコールや次亜塩素酸ナトリウムで消毒する。 

・発熱など体調不良の方、持病のある方は参加を控えていただく。 

・可能な限り開催時間の短縮を図る。 

○同左 ○同左 

※参加者等が利用した施設等

で感染が発生した場合、当該施

設等を会場とするイベント等

は安全が確認されるまでは中

止する。 

市が主催（共催）し

ないイベント等 

○市が主催（共催）しないイベント等については、主催者が実施の判断する際に、上記を参考にし

ていただくよう情報提供する。あわせて、実施の場合は可能な限り感染予防対策を徹底いただくよ

う要請する。 

○同左 ○同左 

公共施設等の対応 ○公共施設等において、感染症対策（手洗い、うがい、咳エチケット、換気）等の啓発、アルコー

ル消毒液の設置、ドアノブ、テーブル等参加者が触れたものの消毒、もしくは触れないように配慮

する。 

○同左 ○公共施設等の休業の検討（職

員感染、利用者感染） 

不特定多数の考え方：レベル１「県外からの来場が見込まれる。」、「参加者が特定できない。」など  

レベル２「市外からの来場が見込まれる。」、「参加者が特定できない。」など 


